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警防第２司令長 

警防救急室 

救助課救助第２司令長 
西川広治 

警防救急室 

救助課救助第１司令 

指令情報室参事 

（指令情報第1司令事務取扱） 
松田旨功 

南消防署 

警防第２司令長 
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人見 彰 

指令情報室参事 

（指令情報第1司令事務取扱） 

南消防署 

警防第１司令長 
徳永隆志 

北消防署 
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南消防署 

警防第２司令長 
河野健二 
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警防第２司令 
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南消防署 
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西消防署 
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警防第２司令長 
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北消防署 

警防第２司令 

東消防署副署長 山本 薫 
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東消防署 

警防第２司令長 
見井田浩 

東消防署主幹 

（岸部出張所第2係長事務取扱） 

吹田市防火連合会長就任ごあいさつ 
消防本部人事異動（課長級以上） 

（平成２７年４月１日現在） 

          立夏の候、ますますご清栄のこと

とお慶び申し上げます。 

          会員の皆様には、自主防火・防災

体制の整備や自衛消防力の充実強

化など、地域、事業所等における防

火、防災にご尽力をいただき、改め

まして敬意を表しますとともに、御 

礼を申し上げます。 

 また、平素から本会の事業運営につきまして、格別の

ご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。この度、

吹田市防火連合会の会長に就任いたしました市川盛壽

でございます。もとより微力ではございますが、皆様の

ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、国の内外において依然として大きな災害が発生

しており、海外ではネパールで発生した大地震が記憶に

新しいかと存じます。国内でも今年に入ってから震度５

強以上の地震が頻発しています。また、鹿児島県口
くちの

永
え

良部
ら ぶ

島
じま

では火山噴火がありました。地震大国に住む私た

ちは、こうした災害から多くのことを学び、防災対策と

しての分担意識も根付いてまいりました。いわゆる『自

助』、『共助』、『公助』ということでありますが、災害時

には、誰もが被災者になり得ます。そのような中、特に

地域で助け合う体制や活動である『共助』は重要であり、

こうした体制を確立するためには、本会が大きな役割を

果たすことになろうかと存じます。 

 災害に備えるには、災害に対して各自が自立し、お互

いに助け合う姿勢やお互いを思いやる気持ちが必要で

あり、人と人とのつながりを深める、地域、行政などと

の交流が基礎となってまいります。本会は、こうした交

流を念頭に置きながら、市民の皆様や事業所の方々の防

火・防災意識のより一層の高揚が図られることを目的と

して事業内容の充実を図り、地域の防災に役立つための

活動を展開していく所存でございます。 

 最後になりましたが、市民の皆様をはじめ本会の事業

所、消防関係者の方々のご健勝、ご多幸を心から祈念申

し上げまして、就任のご挨拶とさせていただきます。 

吹田市防火連合会  

会長 市川 盛壽  



 

 

 

  

 

  

 

 

 

                   

 

 

吹田市防火連合会 

６月１７日（水） 総  会（千里山柏屋） 

 

吹田市公衆集合場防火協会 

４月１７日（金） 役員会（消防本部） 

６月１２日（金） 総  会（サニーストンホテル） 

 

吹田市工場危険物防火協会 

４月２３日（木） 役員会（消防本部） 

６月 ２日（火） 総  会（東急ＲＥＩホテル） 

 
 

 

吹田市建設業防火協会 

４月１６日（木） 幹事会（消防本部） 

５月２６日（火） 総  会（東急ＲＥＩホテル） 

 

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

６月 ５日（金） 総  会（消防本部） 

 

防火さつき会 

４月２２日（水） 総  会（消防本部） 

◆協会だより◆ 
 

 市民が安心して暮らせる「災害のない安全な都市
ま ち

」

を目指し、災害発生時に消防力を最大限かつ効果的に

発揮できるよう、消火隊の活動能力を向上させ、火災

による被害の軽減を図ることを目的に平成27年2月

3日（火）、4日（水）の両日、吹田市五月が丘南の

中消防庁舎において南・北・西・東消防署による消

防技術練成会が行われました。各署の消防隊員が日

頃培った消防技術を競い合い、実際の火災現場さな

がらの訓練を実施しました。 

 
訓練の様子 

◆ 消防技術練成会 ◆ 

 

 

 この合同訓練は、列車事故の発生時に併発事故を防ぎ、

人命を最優先して救出、救護にあたること目的として、平

成27年2月15日（日）、吹田市目俵町ＪＲ西日本旅客鉄道

㈱吹田総合車両所において実施されました。 

また、この合同訓練には、北摂７市２町の消防本部と大

阪市消防局の救助隊員約60名が参加して、列車事故におけ

る救助方法等の情報交換や各市町との連携強化が図られ、

各隊、熱の入った訓練が展開されました。 

 

  

 

◆ 列車事故合同救出・救護訓練 ◆ 

 

 

 

訓練の様子 



 

 

 

  

● 消防署の職員のように、また、消防署の依頼を受けたと偽って
電話を掛けてきます。 

・「○○消防署です。『便利な防災グッズ』を配布しています・・・」  

・「消防署から依頼を受けて電話しています。防災グッズを配っ
ています・・・」   ｅｔｃ． 

 

 

 
イベントの主催者・出店者・関係者様に
お知らせ！！ 

露店等の開設届について 
 

・露店等の開設状況や消火器の設置状況をあらかじ
め消防機関に届け出ていただくものなので、会場
図（露店等の配置、対象火気器具等の位置、消火
器の配置等）など添付書類を添えて届出してくだ
さい。 

 
・届出は、開設しようとする３日前までに所轄消防
署に届出してください。 

 
・露店等ごとに届け出る必要がありますが、１つの
催しで複数の露店等が出店する場合は、催し全体
の状況を把握する必要があるため、主催者及び施
設管理者または、露店等を統括する方が取りまと
めて届け出るようお願いします。 

 
 

・・・消消消火火火器器器ののの準準準備備備   
・・・露露露店店店等等等ののの開開開設設設届届届   ががが必必必要要要ででですすす！！！   
 

消火器の準備について 
 
・消火器には粉末式・強化液式・エアゾール式
などがありますが、それぞれ消火適用に向
き、不向きがあります。粉末式については全
ての火災形態の消火に適していますので、Ａ
ＢＣ粉末式消火器を準備してください。 

 
・原則として、１器具に対して消火器を１本準
備してください。ただし、１つの催しで複数
の露店等が出店する場合は、消火器を共同で
準備することができます。詳しくはお近くの
消防署に相談してください。 

 
・住宅用消火器、水バケツ、エアゾール式簡易
消火用具は、認められません。 

 
・腐食、破損があるなど、不適切なものは、認
められません。 

※注１ 催しは屋内、屋外を問わず対象になります。ただし集合する者の範囲が個人的なつながりに留まる場合（例えば、近親者による
バーベキューや幼稚園等で父母が主催するもちつき大会のように相互に面識がある者が参加する催しなど）は対象外となります。 

 
※注２ 対象火気器具等とは、コンロなど火を使用する器具またはその使用に際し、火災の発生のおそれがある器具をいいます。 

 
※注３ 露店等とは露店、屋台、模擬店、移動販売車、その他これらに類する店で物品等を販売または提供するものをいいます。 

 
 

不特定多数の人が集まるお祭りなどの催し    で対象火気 

器具等    を使用した露店等    を開設する際は、  

※注１  

※注２ 

 

※注３ 

 

【液体燃料を使用する器具の具体例】 【固体燃料を使用する器具の具体例】 
 

 

【気体燃料を使用する器具の具体例】  

【電気を熱源とする器具の具体例】 

・ガソリン・灯油などの液体燃料、まきや炭などの固体燃料及びＬＰガスなどの気体燃料を使用する器具 
並びに電気を熱源とする器具等をいいます。      

 

対象火気器具等について   

 
 
 

 
 
               

 
 

吹田市内で、消防署を語って『便利な防災グッズ等を配っ

ています。』というような不適切な電話勧誘が、発生して

いますので注意してください。 

。 

 

 トラブル防止のポイント 

もし、少しでも不審だと思ったら、はっきりと拒否して下さい。  

そして、下記の最寄りの消防署に通報してください。 

 

はっきり断り
ましょう！ 

◆ 不適切な電話勧誘についての問い合わせや通報は、 

・南消防署（吹田市内本町 1-23-14  TEL 6317-0119）・北消防署 (吹田市藤白台 1-1-50  TEL 6872-0766) 

・西消防署（吹田市江坂町 1-21-6  TEL 6384-0151）・東消防署（吹田市尺谷 5-15      TEL 6876-9119) 

クーリングオフとは、一定の期間内（訪問販売の場合８日以内）であれば違約金などの 

請求を受けることなく、申し込みの撤回や契約の解除ができる制度です。 

クーリングオフについてのご相談先 
 

● 吹田市立消費生活センター 

   住所：吹田市朝日町３番２０３号 

   TEL（相談専用）：06－6319－1000 

● 市民生活部市民相談課        

   吹田市役所中層棟１階６番窓口 

   TEL（消費生活担当）：06－6384－1354 

 

 

もし、金銭を要求されたり、払ったりした場合は・・・ 



 

 

 

 

 

日本触媒は１９４１年の創業以来、自社開発の触媒技術を核に事業を拡大してきました。 

成長著しい高吸水性樹脂とその原料アクリル酸での地位を確立しつつ、近年では電子情報 

材料や、環境保全に貢献する新エネルギー分野にも注力して進出しています。 

当事業所は、吹田工場として１９４３年に開設し、無水フタル酸、無水マレイン酸、不 

   飽和ポリエステル樹脂、塗料・粘着剤用アクリル樹脂、微粒子製品等の生産を担い、当社 

の発展の礎を築きました。２０１４年末に同工場での生産活動を終了しましたが、今後は、 

同地区に新たな研究開発棟を増築し、 

研究開発機能をより一層強化し、テーマ 

創出からインキュベーション(起業支援)を 

迅速かつ効率的に行い、オープンイノベーシ 

ョンを積極的に活用する研究開発センター 

拠点として同地区を活用し、当社の将来の 

発展を担う新規製品の開発を加速させて 

まいります。 

 

 

 

 

 

-私たちはテクノロジーをもって 

人と社会に豊かさと快適さを提供します- 

 

をグループ企業理念に掲げ、技術力で世界の産業と暮らしを支えています。 

 

                                                                                   

 

株式会社日本触媒 吹田地区研究所 

 

事業所訪問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             

 

 

                        

 

 

  

 

                     

              

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大 阪 府 消 防 表 彰 式◆ 

  平成 27 年 3 月 22 日（日）、大阪府立労働センター 

(エル・おおさか)において、平成26年度大阪府消防表彰式

が開催され、吹田市公衆集合場防火協会の山本 修会計監査

が公衆集合の場において、災害防止に万全を期し、地域の火

災予防の普及に多大な貢献をされた功績により、一般消防功

労表彰を受賞されました。 

◆第 24 回危険業務従事者叙勲・平成27年春の叙勲◆ 

 
春秋叙勲は国家または社会公共に功労のある者、危険業務従事者叙勲は著しく危険性の高い業務に精励した者

に対して授与される勲章です。 

元吹田市消防団 副団長の小山松吉氏が栄えある平成27年春の叙勲（瑞宝単光章）を受章されました。 

また、元吹田市消防職員の寺地武志氏が栄えある第 24回危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を受章されました。 

平成27年4月30日（木）、大阪府知事公館において、大阪府知事から受章者に対する伝達式が執り行われました。 

 

                         

 

 

 

 

 

             

                         

                        

 

         

平成27年2月22日（日）に吹田市目俵町で発生した救急

事案において、吉田英明氏と村松一弘氏は心肺停止患者にＡ

ＥＤ（自動体外式除細動器）を装着するとともにポケットマ

スクを使い、迅速的確な心肺蘇生法を実施し、救急隊に引継

ぎ、患者を社会復帰へつなげた功績。 

◆救 命 協 力 市 民 表 彰◆ 

 

寺地 武志 氏 小山 松吉 氏 

山
本 

修 

会
計
監
査
（
右
） 

村
上 

博
之
消
防
長(

左) 

 

吉
田 

英
明
氏
（
中
央
） 

村
松 

一
弘
氏
（
左
） 

 

 

 

 

 

                               

 

       

 

住宅用火災警報器の電池が切れていたり、本体の寿命が来ていませんか？ 

 住宅用火災警報器は、電池が切れそうになった時や異常の
時は、音や光で知らせてくれる機能を有しています。 

住宅用火災警報器から、音声や光などの警報が鳴った場合
は、まず「火災でないことを確認」し、付属の取扱説明書
等で電池切れあるいは故障かどうかを確認してください。 
 
電池寿命はメーカー、機種によって異なります。詳しくは取扱説
明書を確認してください。なお、最新機種の多くは、電池寿命は
10年（通常の使用状態）です。 

住宅用火災警報器本体も、センサー等の寿命により交換が必要に
なる場合があります。10 年を目安にしてください。詳しくは取
扱説明書を確認してください。 

 
【お問い合わせ】 

南消防署（吹田市内本町1-23-14  

北消防署（吹田市藤白台1-1-50    

西消防署（吹田市江坂町1-21-6-4F   

東消防署（吹田市尺谷5-15        

予 防 課（吹田市江坂町1-21-6-7F   

TEL：6317-0119） 

TEL：6872-0766） 

TEL：6384-0151） 

TEL：6876-9119） 

TEL : 6193-1116) 



 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆初期消火協力市民表彰◆ 

 

日野隆久氏（左）、藤井秀子氏（中央） 梁川景子氏（中左）、森田廣範氏（中央） 

講演会の様子 演奏会の様子 

◆救 命 協 力 市 民 表 彰◆ 

 

◆危険物安全講演会◆ 

 

◆消防音楽隊演奏会◆ 
 

平成27年3月11日（水）に吹田市幸町の民家で発生した

火災において、日野隆久氏はいち早く火災を発見、隣家の藤

井氏と周辺住民に火災を知らせ、早期に119番通報を行う。

藤井秀子氏は自宅の散水栓からホースを延ばして、初期消火

活動を日野氏と協力して実施したことにより、火災の延焼拡

大を阻止し、被害を最小限に止めた功績。 

   

 平成27年6月4日（木）、吹田市消防本部８階研修室にお

いて、危険物安全月間の行事として、ダイキン工業株式会社 

化学事業部 ＥＨＳ部の北野達也氏に講師をお願いし、「あな

たの周りの危険を知ろう！～ダイキン化学安全体感～」と題

した吹田市危険物安全講演会を開催しました。 

 吹田市内の危険物事業所の関係者、市民及び消防職員等が

多数出席した中、実験器具を使って事故や災害につながる現

象を疑似体験する「化学安全体感教育」の一例を紹介してい

ただくなど、災害に対する危機管理対策と日頃からの取組み

の大切さなど、保安防災に非常に参考となる講演会となりま

した。 

 平成27年5月10日（日）、吹田市青山台2丁目のくちな
し公園において、青山台連合自治団体協議会主催の「青山
台これからの50年キックオフ・フェスティバル」が開催さ
れました。イベントの一環で消防音楽隊の演奏会も催され、
オープニングのハローファイヤーマンからアンコールのフ
ィンガーファイブメドレーまで５曲を披露しました。特に
妖怪ウォッチメドレーでは、「妖怪体操第一」の演奏が始ま
ると子供たちが演奏に合わせて踊りだし、大いに盛り上が
りました。 
 また、演奏の合間には、音楽隊員による「熱中症の予防
対策」を広報しました。イベント当日の最高気温は 26℃を
記録し、これから暑い日が多くなるので熱中症予防の注意
喚起を効果的にＰＲすることができました。 

平成27年3月27日（金）に阪急豊津駅 北千里行き列車内

で発生した救急事案において、梁川景子氏と森田廣範氏は、心

肺停止患者に胸骨圧迫の心臓マッサージとＡＥＤ（自動体外式

除細動器）による除細動を実施する。また、その場に駆け付け

た平岡八千代氏は、迅速な119番通報を行い、見事な連携で患

者を救急隊に引継ぎ、早期の社会復帰へつなげた功績。 

 

広く一般の方や事業所の方に消火技術の習得及び防火

意識に対する関心の拡大を目的に消火器や屋内消火栓

などの使い方や煙が充満した部屋に実際に入って、煙

の怖さを体験していただくなど、目で感じ体で感じて

いただく体験型の訓練です。 

 

 

原則毎月、第２水曜日に開催します。吹田市

内在住、在勤または在学されている方５名以

上で受講できる団体や事業所単位で申込み

してください。 

各回の定員は４０名です。 

※参加費は、無料です！ 

【訓練内容】 

・消火器の取扱い   ・天ぷら油火災実験   ・屋内消火栓設備の取扱い     

・危険物実験     ・煙体験        ・電気火災実験  

・避難器具体験（垂直式救助袋）        ・防炎物品燃焼実験 

【お問い合わせ】 

消防本部 予防課 消防設備グループ   

吹田市江坂町1-21-6  TEL: 06-6193-1116 
 

※詳しくは吹田市消防本部ホームページをご覧ください。 
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